
No.２３ 平成 29年度 ｢地域子育て活動支援事業｣ 実施の内容 

団 体 名 いしどりやワンデースクール実行委員会 

事 業 名 わくわく・ドキドキ子育て支援事業 

実 施 期 間 平成２９年７月～平成３０年３月 

事 業 実 績 

【事業概要】 

1ママパパ塾 

①ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ 講師：高橋朋広氏 

2月 18日（日）10：00～12：00石鳥谷国際交流ｾﾝﾀｰ会議室 参加 30名 

3月 14日（火）10：30～12：00みちばた         参加 8名 

②ﾋﾟﾗﾃｨｽｴｸｻｻｲｽﾞ 講師：藤原朝子氏 

1月 23日（火）10：00～11：30石鳥谷保健ｾﾝﾀｰ    参加 13名（乳児 3） 

2親子塾 

①「親子でｸｯｷﾝｸﾞ」講師：蘇武千春氏 

2月 28日（水）10：00～13：30 石鳥谷保健ｾﾝﾀｰ    参加 29名 

②ｺﾝｻｰﾄ都交流会園商社：佐藤司美小、金子千保氏 

10月 28日（土）15：30～17：30 石鳥谷国際交流ｾﾝﾀｰ  参加 30名（子ども10名） 

3子どもの居場所づくり支援「こどもたちのいるところ」 

①8月 5日（土）10：00～11：30 酒造交流館      参加 30名（子ども18名） 

②1月 8日（祝）10：00～12：00石鳥谷国際交流ｾﾝﾀｰ   参加 25名（子ども15名） 

 

実 施 効 果 

自 己 評 価 

【実施効果】 

①今年度も多くの事業を開催することができ、多くの参加者と出会うことができ、ネッ

トワークが広がった。その一つは、公共施設での開催は、参加者の施設の利用促進も

促すことができ大変喜ばれた。子育てで頑張っている方々との交流は、自分の子育て

の励みになるという声を頂いた。 

②子どもたちの居場所が家以外に地域にあることはとても良いことだと感じた。地元の

様々な特技や趣味を持っている方々とのふれあいは子供たちの良い思い出となった。 

③町内のほか、他の市町村からの参加もあり、その地域の子育て環境について、情報を

得ることができた。 

 

【自己評価】 

①様々なテーマの親子参加のワークショップ、講演会を通して、親子のふれあい、家族

のふれあいを感じることができた。子どもがワークショップを通して体験することが

でき、また講演会や座談会を通して、大人も子育てに関する知識を習得することがで

きた。子育ての勉強会、発達障害について勉強することができた。 

②各イベントで、参加者の方々から参加してよかったと高い評価を得られた。さらに学

びを深めたいという声も多かった。 

③故郷の文化、歴史等を知ることも大切であり、地域の方々との連携を強化して、事業

を進めたい。地域の人材を活用していきたい。 

 

 


